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授業を大切に 

学校では、毎日あたり前のように『授業』

が行われています。生徒のみなさんが学校

にいる間に一番長い時間を過ごしているの

は、もちろん『授業』です。できる限り楽し

く有意義な時間にしたいものです。 

さて『授業』とは何でしょうか？辞書等

によると、以下のように定義されています。 

学校において、一定の単位時間（５０分）

で展開される、各教科等における教育活動  

人によっては、教科書の内容を、教師が説明しながら、生徒たちが理解を深めながら学習して

いく「場」や「時間」のことを「授業」と考えていると思います。はたしてそうでしょうか？ 

授業は「生徒・教師・教材」で構成されています。決して、教師が一方的に知識や技能を伝授

したり、進めたりするものではありません。大切なことは、「生徒が主役」であるべきだという

ことです。もちろん各教科において学ぶべき大切な内容（このことを、「教科の見方・考え方」

と言ったり、「教科の本質」と言ったりします。）を、しっかりと身に付けることは重要です。そ

れらを、ただ教えてもらうのではなく、他者の様々な意見や考えを聞いて、自分の考えを深めて

いく「場」や「時間」としていくことが重要です。また「学び」に主体的に取り組むことも大切

です。つまり『授業は、一人で学んで知識を得る「場」や「時間」ではない』ということです。 

新しい学習指導要領において目指すこととして、『主体的・対話的で深い学び』という言葉が

示されてから、随分と時間が経ちました。今一度、その意味や意義について考えてみましょう。 

 基本的な考え方として、『生徒たちに「生きる力」を育む』があります。この考え方は、本校

の教育目標である『知性豊かに さわやか たくましく生きる』に通じます。生徒たちが社会にお

いて、しあわせで確かに生きることができるようにすることは、教育の基本であり、目標です。 

また、生徒たちが各教科等で学んだことを、社会や将来につながるようにすることが重要です。 

それでは生徒のみなさんはどうすれば良いでしょうか？例を挙げるので是非実行してください。 

自分の意見や考えをどんどん発表する（「わからない」という意見でもいいです） 

みんなが自由に意見を言える教室の雰囲気をつくる（授業はもちろん、普段も大切です） 

他の人の意見や考えを聞いて、自分の意見や考えを見つめ直す（振り返りも重要です） 

様々なことに興味・関心を持って授業に取り組む（教科書を読むだけでもいいです） 

 授業で学んだことが、普段の生活とどう結びついているかを考える（活用できるとよいです） 

是非、『授業』を有意義な時間とし、みなさんの毎日の生活や将来につなげてください。 

教育目標 「 知性豊かに 心さわやか たくましく生きる 」 
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『書写展』『美術展』への出展者紹介 

 『三泗教育発表振興会』は、四日市市と三重郡３町の教育の発表振興のた

めに作られた会です。「小・中音楽会」や「英語スピーチ・英作文コンテス

ト」、「小・中学校科学展」や「小・中学校社会科作品展」等、みなさんの様々

な学びの発表の場を設けてくださっています。毎年１月には、「書写展覧会」

と「美術展覧会」及び「中学校美術部作品展」が開催されています。 

 今年度、優れた作品を製作したり書いたりしてくれた生徒の作品を、本

校の代表として展覧会へ出展しました。以下に紹介します。（※敬称略） 

〔令和４年度 第５７回 三泗小･中学校書写展覧会〕１月１４日～ １７日 

  ３年 小林 瑞矢、宮内 愛実、中山 楓、米田 七歩、神田 朱梨 

２年 南出 清香、下山 宗克、徳永 あおい、舘和 香菜、鈴木 誠一朗 

１年 尾上 千佳、辻 絢太、堀 陽方、二村 愛生、宮澤 咲乃、辻 るな 

〔令和４年度 第５９回 三泗小・中美術展覧会  三泗中学校美術部作品展〕 ２０日～２６日 

【平面作品の部】 

３年 太田 成美、望月 勇樹、庄山 紗耶、高橋 明利、辻 萌恵梨 

      峯岸 鳴海、山田 怜実、楠井 乃愛、前岨 大輝、神田 朱梨 

１年 遠藤 友菜、堀 陽方、米田 燈子、宮澤 咲乃、小林 希愛 

  髙杉 日葵、辻 るな 

【立体作品の部】 

２年 稲垣 春太、神野 未羽、行方 智哉、野村 蓮、田中 香里 

     種瀬 心愛、徳永 あおい、水谷 奎斗、片岡 夏凛 

白都 結愛、岩田 悠希、加藤 志織、若山 昊聖 

【美術部作品】 

３年 石田 智也、前岨 大輝、山本 悠晴 

１年 川島 羽菜、森本 晴人、森 綺星、赤倉 朋美、伊藤 蓮 

江川 輝、遠藤 友菜、五十嵐 千夏 

 

 

 

 

 

 

コロナウイルス感染症に関して 

残念ながら、市内の小中学校において感染者数が多い状況が続いています。いつ誰が感染して

もおかしくない状況にあります。引き続き以下のような、感染防止対策の徹底をお願いします。 

①感染防止対策の徹底の継続 ※手洗い、うがい、３密回避、換気、適切なマスクの着用 

②健康管理、健康観察の徹底の継続 ※発熱等の際は学校まで報告をお願いします  


